
Title 北海道企業と首都圏企業:業績面からの比較

Author(s) 眞野, 脩

Citation 經濟學研究, 38(1), 85-112

Issue Date 1988-06

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/31795

Type departmental bulletin paper

File Information 38(1)_P85-112.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



華主演学研究 38-:t
北海道大学 1988.6 

<研究ノート〉

北海道企業と首都圏企業

一一繍面からの比較---

巽野

1. はじめに

紹和61年4月に，北盗道経済毘友会は，北海

選企業の経堂姿勢とi支部醸企業の経営姿勢の詫

較を行うための実額調査な行った。その結果の

既に北海道経務同友会により箆年四月

に「企業経営者の経欝姿勢Jと題した報告畿と

して，印刷公表せられている。しかし陪報告欝

は，紙数の関係で，調査結5誌のごく一部しか公

表する事が出来ず，可成りのデ…タ iは未公開

のま￥濃さざるを得なかった。この種の欝査は

箆報告書でも指檎した様に，最初のものであり，

またその後同議の課査はわれていなし、。詰っ

て，本調査を担当した者〈おとして銃発表のデ

タなも含めて，主要な結果をまとめて公表して

おく事が調査に協力して下さった企業の好意に

答えると共にこの方面に際心を持たれる方々

て， データー

主主主な自前としている。

2. 議牽内容

木謁査の対象企繋は，資本金1千万円以上の

企業で，道内企議567社，首都欝企業1，628殺を

本調査は，北海道経済問友会の立野克彦三喜務局長
と北大級済学部祭出量雄教授，弘前大学人文学部佐
藤芳彰助教授と雲監考とにより行われた。ずこXしヌド稿
に関する責任は，総て筆え警にある。

{寄

帝菌データーバンク， 66版来日本躍 COSMOS

から無作為抽出により選び，後述の紫開表を郵

して行われた。なお諸都穣企業の拘で，

証券取引所 1・主部上場金業，及び年商200鐘

円以上の企業328社会嘗都圏大義模企業之し，他

の1，300主主を首都盤中規模企業として 2分した。

田容を寄拾た企業は，以下の通りであった。

道内企業 220社匝収率 38.3%

詮都圏中規模企業 274グ グ 21.1% 

首都関大規模企業 106グ 庁 32.3% 

60011 11 27. 3% 

企業の業絞は，遺産省による「総合経営指額j

の考え方言ど参考に各念業の売上高と緩常耗識を

もとにして，平均50点でほ父 O点から100点の踏

の鑑をとる薬療点によって否定した。これは次の

等式によって，企業の成長伎と収益性の各々の

編議{産を算出し，それらを合算したものであ

るO

業績怠=成長点十収議点

x-xの平均
成長性の偏慈{謹=一一一一一一一x5+25
〈成長点) X の標準協差

収益性の舗差龍三Z
(収益点)

x= 
Oo予知J二作

Yロ 60年経常利益十60年売上高

x5+25 

企繋グループ毎の各指擦の平均点は第1表の



38ωZ 

社長の出身と業畿の関係札第3表の議りで

あった。道内及び首都襲撃中規模企業(以下中企

業と略称〉では，議j業社長の会議が良く，首都

際大義模企業〈以下大企業と略称〉では，ここ代

自社長の企業が良い。

社長の年令と業績との関係を見たのが，第4

表である。道内企業と大企業では，

の場合が盤かに良い結果となっており，中企業

では，若い社長の場合が良い結果となってい

究研学済主義
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富十

1の最高君、思決定機関において，社長は

どのような運営を行うかと云う問に対す

と関係した呂答は，第S表の様なものであっ

た。
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社長室がもっぱら
決怒

校長が 9-ダ
シッブをとって

社長の出身第3器提
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なお業緩について回答してくれた企業でも，

設需によっては，摺壌の得られない場合が在

る。従って以下の業績に関係する金梁数は，業

績について問客を警察せられた金業の内で，それ

ぞれの投開に答えてくれた企業によるものであ

る。なお業議員に関係ない頼度に関係する企業比

率の算出には，業績について答えていない呂答

も含めて比率句会算出している。
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最後に社長がと
りまとめる

道内企業及び中企業では， r投員の意見も参
考に寸るが，社長がもっぱら決定するJ企業の

業績が良く，中企築では，その数も多い(約

44%)。大企業では， r構成メンバーが詩等の立
場で議論し，最後に社長がリーダーシップをと
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の54%が設けており，首都閥企業では， 695￥の

企業が設けていた。業績的には道内企業と中企

業では，こうした樹皮を設けているガが良く，

大企業では設けていない方が良かった。

3の自社の特語まないし強味はどこにある

と考えるか 1位と 2位を選んで下さいという

間に対する業績と関係した答はs 第7表と第8

表のようなものであった。頚撲から替うと本道

では1伎に f企業の{伝統・知名度‘ブランドJ

を挙げた企業が28.8%で~養多かったが，表か

ら特る犠に一般にその業績は緩ゐて聴かった。

対照的に「取り扱商品の特性・成長性Jr商品務
発力を技術力Jをど上げている企業氏いずれも

良い。なお道内企業<:， 1位か2位tこ

rOA1乙を積極的にす Lめているjを挙げてい

87;(87) 北善幸送金書震と誉総関企業w 員野

って決定するJ企業が僅かに良い結粟た示して

いる。

質問2の社長及び役員と従議員が， 告白に発

出来る非公式な定例の会合が在るかとの龍に

対する業績と関係した答は，第6表の様であっ

た。こうした縦震は，額裏から言うと道内企業
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なものであった。当然の善悪ながらi 各企業の必

とする情報札企業怨に呉なるために，明確

な関係は認められない己しかし日般に言まって，

、道舟企業では， r生産技術・経鷲管
理・JiS詩情報」さと求めており，同じく中企業で

は「生産設術・生産会理化・ノウハウの所在に

るものJri接合・顧客の檎報jを求め，大企
業では「生産合理化，競合の各情報Jな求めて

38:"1 究5時事義 ご済，実業88:丈88)

し、る。

索開5は，製瀧業，建設業主ど対象として，研

究開発について鵠うたものである。技術の向

開発について重設するものを2つ選んで、も

らっている。その業績との関係結果は，第12表，

第13~え第14表，第15表に示されている。第12

第13表より替る様に，書長績の良い道内企業

との共間開発や大学，研究機関との共

同研究又は指導を受ける方訟を採爵している。

これに対して業績の良い中金策や大企業では，
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生産会主主化資事長

豪華営繁華装僚級
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技術の向上開発につき賞受も重視する
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方， 自社内で、の開発能力に大幅に頼っている事

が判る。また二番目に重視する屯のとして，中

企業の3割，大企業の2割が需要先との共同開

発を挙げている事も注意を引く現象である。

次に建設業においては，業績の良い道内企業

は， 自社の開発力を活用しており，中企業では，

他社との共同・提携を重視している事が判る。

また頻度から言うと自社内での開発の次に，道

内企業では，需要先との共同開発が相対的に多

く(27.8%)，中企業では他社との共同・提携が

多い (20.5%)。

質問6は，製造業の販売流通経路を調べたも

のであり，その結果は，第15表に示した通りで

ある。道内の製造企業は，受註生産や自社直販

制度を取っている処に業績の良い企業が見られ

る。中企業では，綜合商社や自社の販売小会社

を利用している処が良く，大企業では，受注生

産・コンビナート等の活用及び自社の販売小会

社を利用している処が良いと言う結果となって

いる。

質問7は，小売業を対象に，販売促進方法に

ついて調べている。その結果は，第16表から第

29表に表示された様なものである。表から判る

様に，道内の小売業では，業績を伸ばす為に外商

を利用しようとする企業が相対的に多いが，必

ずしも効果が上つてはいない事が判る。またス

自社直販 4(373.9 〉 53.3 46.7 50.8 (59) (11) (108) 

自社の販売小会 44.6 55.9 56.6 52.3 
社 (4) (6 (2) (12) 
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そ の 他 51.8 53.9 45.3 52.9 
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計

北海道企業と首都圏企業 員野
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のである。第31表は，その結果を示Lだもので

ある。研究畿の笹舟が売上高の 1%以下と言う

企業数は，道内企業62%夢中企業49%，大企業

55%で，道内企業が相対的に研究衰の競い方が

少い事が暫る o iた，売上高の 2 4%を使っ

ている企業の業綴が長く，研究費は多ければ多

い穂良いとは一概に言えない事が判る。た立し

ると，研究費の支出の多い方が

業績が良いと欝う額向が認められた。

質開9は，研究開発に対する方針を調べたも

のである。第31表から判る様に，道内企業マは，
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f越の専門家に依頼するj処が業績的には一番

良いが， これは受註生産が比較的多いためかと

思われる。道内企業，中企業な通じて「経営者

みずからパイオニア欝神をもって研究段壊を設

定するj処が良い業績を上げている。これに対

して，大企業では， r経営者は研究開発に対し
て，ある線震の指様性を発捧ずるj処が良く，

f特に考えていなし、J処は，共通に業績は低い

結男さとなっている。

質問10で混経営計闘の策定に捺して，

る経営目標を2つ選んでもらった。第33表，第

34表はその結果を示したものである。表から判

る様に道内企業は，新製品開発や経営多角化・
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営計酪を立てている企業の方が，窪かモはある

が業績が良い傾向が認められる。吏に将来に対
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率の高い企業の業績がよい鎖向が認められる。
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その幾はいずれも大~なものではない。

質鵠誌は能力開発についての諸制度の採用を

謁べたものである。これ等競合計j度の採黒

は，道内企業と議蔀聖書の中企業との関に自立つ

様な差は認められない。これに対して大企業

は， I大卒社員対象のま延期研修会JI昇進のため

「自己申告による自標管理髄

F能力関発令目的とした職務交代〔ジ翠ブ・ p

ーテーシ器ン〉欝愛」の採用比率が，それぞれ

17%， 25.5%， 43.3%， 30.2%と窓う数字を示
しており，道内企業や中企業に比較して，高い

援用状懸念示している。繋療との関係で見る

と，第47~受，第48表から判る様に一般に捺期企

業とそうでない企業の聞に，それ寝大き

なく，また嬢煎企業の方が…般的に業績が良い

と法う努自な傾向は認められない。た父「有絵
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外部講習会，宝章
然教育号事への主義
務

綴宅学i¥l!II度， 他機
関への出向iIJIH変

有給教育訓練休
暇制度

専門のセダジ縫
ンの言霊童ま

能力資格を反映
した昇給制度

火活字社員対象の
ま言葉自的研修会

持滋のための試
験制皮

人事券裁に議選び
っく夜空言発後，
討議等

浅己申告による
約機管室皇制度

能力務5遣をg釣
とした尊義務交代
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子議が認められる地域が在る。

議開19は，従業桑にやる気をおこさ寺会るため

に採用している鵠箆を捌べたものである O

企業と，設都潤中企業との時には，諸制度の採

用比率では，それ韓日立った濃いはない。た交

遊休2日制度の繰患詑率が，道内企業23.6%に

対し，中企業33.3%が目立つ程撲である。これ

に対して，大企業は，報償昔話震56.6%，擬案鋭

度64.2%，従業員持株樹皮66.0%，週休2日制

度67.9%の採用比率を示しており，道内企畿の

第49表やる気なおこす諸制度の不採用企業
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それぞれ39.7%，38.9%， 34.1%， 23.6%の採

用比率に比較して，著しく高い数字を法してい

るO 業績的には，第49表，第50表から判る様に

いずれも平均的には，制度合採用している

の方が，準緩が良い傾向さと示しているが，その

議は小さなものとなっている。

費務20は，従業員の状慧について欝べようと

したのであるが，殆んどの企業からは明白な回

答が得られなかった。

費問21氏従業員の平均議金について調べた

ものである。域内企業では，平均賃金が開業飽

鎖倒表 向業他校と比較した平均賃金

低い
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同じ率重度

や与言語い
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社に比較して低い，や L低いと思っている

(3.5%， 14. 2%) iJ'，中金業 (1.5%， 9. 5%) 

より相対的に潟くなっている。業績的には，

ら竿Jjる様に，潟い賞金を支払っている金

くなる一般的i傾向が認められる。

費問訟は労f吏揮の秩部について調べたもので

ある。第四表から第56表まで勺判る様に，労働

組合の有無，労繍組合の所麗，労梗協議制度の

取譲事項と議績との関には，蔵接の現岳

な鵠係は認められなかった。即ち労働総合と労

愛協議会の有無比労撲協議会についての中企

業の場合令徐きいずれも無い企業の方が業績は

良いが，その援はいずれも小さなものであっ

た。組合の所鰭では，本道では労連系，中

企業では喪数の組合に分かれている処が，大企
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業では同盟，総評，中立労連以外の労連所属の

組合の企業の業績が良い結果となっている。ま

た労使協議会の協議事項で、は，道内企業では「労

働条件に関する事項」と「生産に関する事項J，

中企業では「生産に関する事項J，大企業では

「労働条件に関する事項」を取り上げている企

業が良い業績を示している結果となっている。
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第55表労使協議会で最も重視された事項
(過去3年間)

i道吋首門首一計規模企業規模企業

経営に関する事 4(360.〉0 5(243.7 〉 48.9 4(796.〉5 
項 (23) 

労働条件に関す 47.2 5(033.7 〕 49.6 (4191.60 〕る事項 (47) (36) 

生産に関する事 4(710.〕1 5(713.〕0 4C77.〕2 5(310.4 〉
項

苦情・紛争処理 45.8 〕 4(61.6 〕 4(62.〕2 
に関する事項

計 lぉ|ぉ|ぉ lgA 

第56表労使協議会で次に重視された事項
(過去3年間〉

l道内副都箇中|首都猷|
|規模企業|規模企業|

経営に関する事 47.9 520.9 〉 50.2 4(951.7 〉
項 (21) (1 (却〉

労働条件に関す 46.2 5(2 6.5 4(822.〕4 50.1 
る事項 (25) (68) 

生産に関する事 46.4 52.5 48.3 4(780.8 〉
項 (32) (23) (15) 

苦情・紛争処理 4(88.〉2 50.0 50.8 4(920.5 〕
に関する事項 (7) 

計

質問23は，重視している財務指標を調べてい

る。第57表と第58表とから判る様に，道内企業

の採用頻度から見た特徴は認められない。業績

との関係では，道内企業では，総資本利益率，

売上高利益率，売上高伸び率を重視している企

業の業績が良く，中企業では，資金繰り，総資

本利益率を重視している企業が良く，大企業で

は売上高金額，総資本利益率を重視している企

業が良いと云う結果となっている。なお二番目

に重視する指標として，道内企業は売上高伸び

率や利益金額，中企業では資金繰りや利益金額，

大企業では利益金額を重視している企業の業績

が良いと云う結果となっている。

質問24は，後継者について調べている。第59

表から判る様に，道内企業の特性の様なものは
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第57表最も重視する財務指標

|道内企業|盟主[謀長|計
売上高伸び率

4(482.2 〉 52.6 49.5 (5101.94 〕(51) (26) 

利益の伸び率
4(633.6 〕 52.1 50.〉1 49.7 (40) (18 (91 

売上高金額 47.6 53.0 55.1 51.0 
(23) (30) (5) (58) 

利益金額 4(674.0 〉 5(606.6 〕 4(385.4 〕 (4186.58 〉

売上高利益率 48.2 52.2 48.0 50.2 
(44) (54) (11) (109) 

資本金利益率

総資本利益率 50.3 55.0 50.5 52.2 
(12) (11) (5 ) (28) 

自己資本比率 43.1 54.2 4(92.〉2 50.2 
(2) (4) (8) 

資金繰り 57.9 5(75.9 〉
(5 

自社の株価

配 当 率

そ の 他 71.0 47.1 59.1 
(1) (1) (2) 

計 !ぉ!易会[ぉlaa
見当らない。業績との関係も特別なものは見当

らない。

質問25は，行政に対する期待を述べたもので

ある。第60表から判る様に，行政による基盤整

備の強化を期待する企業の割合が，道内企業の

場合高い割合を示している。しかし業績との関

係は，殆んど認められない。

質問26は，現在の関心事を調べたものであ

る。まず，中企業においては，人材に対する関

心が高い点が目を引く(人材不足に最も関心を

持つ企業19.4%，同じく社員教育22.3%)。道内

企業で一番関心があるのは，過当競争(30.8%)

であり，人材に対する関心は2位である(人材

不足8.43弘社会教育19.8%)。大企業で一番関

心の強いのは過当競争(27.7%)で，次いで、先端

技術 (16.8%) となっている。業績的には，第

61表，第62表から判る様に，道内企業では業績

の良い企業は税制や金利或いは海外進出に関心

第58表 次に重視する財務指標

戸時1:意思案|融実| 計
売上高伸び率 4(932.9 〉 51.9 49.1 5(903.7 〉(45) (16 

利益の伸び率 47.4 52.2 49.5 50.1 
(22) (33) (18) (73) 

売上高金額 46.9 〉
(21 
501.5 〉
(2 4(8201 〉 4(682.7 〉

利益金額 4(383.〉1 5(329.9 〕 50.0 50.6 (9) (81 

売上高利益率 47.0 〉 51.4 50.1 (4192.23 〕(51 (51 (20) 

資本金利益率 45.0 4(91.5 〕 47.2 
(1) (2) 

総資本利益率 4(79.〕2 49.7 49.8 4(826.9 〉(11 (6 

自己資本比率 4(723.7 〕 5(215.9 〉 49.2 4(598.8 〕(10) 

資金繰り 4(622.4 〉 5(531.9 〕 48.5 〉 5614.9 〉
c1 

自社の株価 5(7l.9 〕 5〈7I.9 〉

配 当 率 45.3 4(31.〉0 44.〉1 
c1 (2 

そ の 他 47.8 47.〉9 47.9 
(2 (3 

計 [μlza|ぉ!脱

|道内企業1:控室1:控室!計
同族身内の中か 4(753.0 〉 51.7 50.4 〉 〈4193.88〉ら考えている (76) (9 

社内生え抜きの 4(289.6 〉 51.2 4(819.〉2 50.1 
者から考えてい (49) (97) 
る

社外の人も合め 4(739.9 〉 5(428.7 〉 509.6 〉 50.6 
て検討したい (106) 

現在のところ考 47.3 53.1 50.7 
(5201.21 〉えていない (93) (83 (36) 

計 !ぉ!ぉl!;dlaA 
を持っており，中企業では資金調達，税制，先

端技術に，大企業では金利，高令化，情報ネッ

トワークに関心を持っていた。換言すれば，業

績と関心との聞には，直接的な関係は認められ

ないと言える。
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現在次に関心のある建築項
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業，建設業における技術の肉1:，藷発方法 (5

間)Jr霊長造業の競売流通経路 (6関)Jr小売業
の薮売促進方法 (7賂I)Jr製品の移輪出比率
〔路建)J川、売壊の投入方法 (15問)Jr管理組
織(17謁)Jr従業員の能力認発制度(18間口
機付け務u度(19間)J 重視する難務指揮(23間〉
等においてお立った特徴は認められなかった。

また労働組合関捺 (22関)セは~設内念業での

労綴j総合の健闘が隠立っているが，業績との恵

接的爵5奈は認められなかった。更に本道企業の
賞金水準の金額水準との時探を考えると，

?こ対しでも積緩能な意味での関誌はないと設え

よう。問様な事は， r後継者(24間)Jr持政への
(25間)Jについても言える O

これに対して，企業の将来に舟けた対策や関

中規模企業

との聞には，明らかに格惑が認められた。

郎私最高意思決定機関(1問)で誉総額の

中規模:企業では， r役員の意見も参考にするが，
もっぱら決定ずる一!と苓えた企業数

(43.9.9めが道内企業数 (28.8%)に比較して

多かったが， これ法後述の研究開発や長揺経営

許麗への社長の積極的な関与の姿勢と

ものをさ持っていると患われる。また闘

ないし強み (3開)として，道内企業で、は「企

業の伝統・知名援・ブランドjを上げる企業が

多いのに対して，首都醤の中規模企業では「取

り扱い製品の特性・成長役jをとげる

い。そして道内企業でこの f取り扱い製品の特

・成長性jや f商品開発力・誼術力Jを上げ

るものは極めて少し、。従って必要きとする情報

(4関)についても， r高品開発情報jへの需要
が相対的に少なく，また研究費 (8開)

も箱対的に少ない。従ってまた研究開発に対す

(9賠)でも， r経営者みずからパイオニ
もって，研究回標を設定するj企業は，

首都塵中規模余擦の露合(35.2%)に誌較して舎

道内企業の割合 (23.9%)が器い結果になって

いると器われるO

問機な事は，経営計闘の策定 (10期)に際し

て「新製品の開発jや「経営多角化あるといは，

選手策転換取扱い潟品の総合化及び舘業譲への進

出jを重読する道内企業の割合 (9.2%， 5. 3%) 

が，首都欝中規模企業での割合 (18.8%，9.4%) 

に比較して少く，代りに「現有主力製品

のシzアの維持拡大・

子合理化・省力化によるコストの鶴滅jと言った

いわば現状維持的なものが，議内企業で重読さ

れる比率が高いo (道内企業 33.3%，15.4%， 

首都圏中規模企業25.3%，12署6%)

営計画 (11mDを策定している企業の割合札

(60.9%)は曾都闘中規模企業(69.8%)

より議く， 10年先の経営環境に対する関心の弱

iきにも結びついている。新製品の売上高(12誇〉

に占める比率や新設備比率 (16鴇〉の相対的な

低さも，同様な理由によると思われる。

現在の関心事 (26問)では，

と言う将来率向が

、のに対して，道舟企業では，過当競争

への関心が一義高いとの結果が出ているのも，

商品開発や多角fとへの関心の{氏怒と共に，

志向の強'dの現われであろう。

次に道内企業と首都関大企業との関係会箆る

と，一見道内企業の縦営姿勢は，それ毒事大企業

の経営姿勢に'訟でいる面を持っている様に思え

る場合がある O 例jえば， 自社の特設ないし強み

(3詞)として「企業の民統・知名度・ブラン

刊をど援護する企業割合が多く，研究費の発上

( 81建〉が低く，新襲品の総発上高比率

(12間)がf墨く，新設備比率 (16罷〉が低い点

などが指摘できる。しかし反問，経営計冨策建

(10賠〉に際して，新製品の喜誘発を重視し

期経営計額 (11問)を立てている大企業の割合

が多く， 10年先の経営環境に対する見通しを重

して，既に研究開発や調査を行っている大企

議の割合が多い察などを考えると，むしろ本選

の企業が，畿通中小企業の長所と言われる変り

身の竿主続畿な新市場の関発や技術導入と詮

つ いるために現われた現象と考え

られる。
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遜去3年隠の新

製品の総警官上E誌

におめる総会

9 

設備のうち取得

後3年以内の総

会

10 

芸誌在の喜悪心11 

強J号、Jが可成り関係な持っている事が知られ

る。この九新製品の総発上高に点める割合

と，設備のうち取得後3年以内の割合，

上高に対する研究費よと率の3裏段は，最高管理

者連の意識の結果である。詑って，道内総営者

の考えるべき重要ぎな項自は，経震計画策定に際

して重視する経営日標，現在持つべき?関心事項，

自社の特設tまたは強みとして，拐さ旨考えるべき

かと替った諸点で、あると考えられるG

最後に結対的に業績と大きな関係金持ってい

ると態われたE露関を選んで，それ毒事項目の総て

に部答した企業に対して，それぞれの関諜の強

さを多変量解析第一類を用いて検討した結果が

第63表である。表から判る様に i過去3年期

の新製品の総売上高に占める割合Ji設備のう

ち取得後3年以内の割合JI経営計画

る経営g標JI売上高に対ーする研究費

比率Jが語対的に業績に対して強い関係を

ち，次いで「環裂の関心JI自社の特徴または
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4. 結びにかえて

道内企業の業綴は，前述の様に首都調企業に

比較して一般に良くない。第二次石油シ呂ツグ

以来のおち続く不況の中にいた当時の道内食業

としては，き思議と~言える o しかし，その

様か13設ではあるが，首都盟企業と比較して，

優るとも劣らぬ業務、を上iずでL、る企業群があっ

た。その所繍業種比製造業4社，卸売専業2

2払サ…ピス業2社，専門高1

社， リース業1主主，放送業1社である。そ

営姿勢の中で共通している点で践に付く点は，

次の諸点である。

iまず経営，技術等の情報に関して (4持)r出
るだけ欲ししづと答えたのが12校であり， i現

状で十分であるJと答えたのは1社であった。

(情報重視の襲勢)

次に研探龍発に対する方訴 (9悶)で， i経

営者は研究開発に対してある

揮するJと答えたのが6社，

イオニア精神をもって，研究協襟を設定するj

と答えたのが2社， i研究開発については他の

専門家に依頼するJと答えたのが4社(鈴売専

業，放送業，専門1主建設業各1社)，答えな

し1社(卸究専業)であった。〈研究開発護課〉

3に経営計鱒策定 (10関)に際して，最も

重設する経営吾擦としては， r-現有主力製品

のシェアの維持拡大手多舗展開Jと答

えたのが8社， fi設業力の強化j と答えたのが4

社，新製品の開発と答えたのが1社であった。

〈穣極性)

41<こ長期経営計画策定(11問)については，

策定していると答えたのは11社，策定していな

いと答えたのは2社であった。(将来に対する

計醤性)

第5に現在の関心事 (26賂)として，殺も関

心のあるものは，過当競争4社，資金擁護2

人材不足2社，税制2社， '1育報オtγ トワーク 2

社員数脊1社であったο 次に2番自に関心

があるものは，役員教育5社，税制2社，

謁達，財テク，高令fとのよ態展，矯報ネットワ

グ，貿易摩擦，金利動向，税制各1社であった。

襲って， 13社中6社が，第1s緊{泣か第2)瞭{立の

関心事として，従業員教育令指主義している訳で

あり， これに人材不足に関心を持つ2社を入れ

ると， 33社中8栓が何等かの形で，人的資諒に

、関心を示している事となる。(人材の確保

育成の重捜〉

本調査の結果から，道内企業の経営姿勢につ

いて論じるべき事は緩めて多い。そしてその多

くは，筆者を含めた多くの入により裁に他の機

会に述べられているとも言える。しかし，その

論議の多くは，実態調設による裏付けを欠いて

行われて来たのが紫状である。その意味におい

て，本鍔査は，今畿の道内全議の夜り方に関し

てのみならず，過去において行われた多くの論

述に対する撮要な態考尺度合提供するものと

われる O



殺事8.6 北海道公衆と主主都圏まな築 震襲安 105.(105) 

経営戦略・企業家意識に関するアンケート

該当の数字を設聞の 持にど記入下さい。

酒会社緩要

3変 社 名

本社所夜地 T

社 長 名

O~存在お付け下さい

社長以外の方がきご記

入の機会はその方の毅

名及び氏名をど記入下

dい。

決算時期〈年1回決算

の場合はイのみ記入〉

霊安本金規

売場荷積

〈小売業のみ〉

業緩

1.創業社長 2.二代筏校長 3.費者士はえ抜き 4.他の会社・機関などから

社長になってから現在までの年数

〈電話〕

n 

ふ一部上場 3.二部上場 4.地方上場 5.応頭株

(製造業〉

01 食科品全般

02 繊維全般

百万円

9 

m 

03 木材・パノレプe紙・紙加工品

俗化学製品

05 石油・石炭製品

06 

07 鉄鋼

08 

09 金属製品

10 一般機械

11 驚気機械

12 輸送用機械

13 矯密機械

14 ~~溺議案

おその他の製造業〈

(流通苦笑〕

16 卸売専業・務社

17 a策応
18 総合小売薬(G・M.S) 
19 スーパーマーケット〈食料品主体〉

20 専門広

21 コン1::7ニエンス・ストア

22 その他(

23 建設業会般

(その他〉

24 公主主サーピス業

25 連総.通信業

26 水産業
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1. 最高意思決定機関において，社長はどのような運営を行ないますか。

下記のうちから1つお選び下さい。

1)役員の意見も参考にするが，社長がも:つばら決定する。

2)構成メンパーが同等の立場で議論し，最後に社長がリーダーシップをとって決定する。

3)多数の構成メンバーの意見を中心に議論し，最後に社長がこれをとりまとめる。

2. 社長及び役員と従業員が自由に発言でき'.)非公式な定例の会合(朝食会・昼食会なども含み

ます)がありますか。

1.ある 2.ない

3. 自社の特徴ないし強みはどこにあるとお考えですか。最も大きいとお考えのもの1っと次に

大きいとお考えのものもの1つを以下の項目からお選び番号で記入して下さい。

38':'1 

l二l

i二¥|

劇大きしもの iコーもの[[1
01 企業の伝統・知名度・ブランド 08 資産内容

02 経営陣 09 顧客に対するサーピス

03 取り扱い製品の特性・成長性 10 立地条件の良さ

04 商品開発力，技術力 11 資金調達力

05 従業員の資質，意欲

06 優秀な下請，仕入先

12 OA化を積極的にすすめている

13 在庫管理が強い

07 安定した販売先，納入先 14 その他( 〕

4. 経営，技術等の情報に関して

イ〉産業技術情報，マーケティング情報

1.必要としない 3.現在で十分で、ある

2.出来る丈欲しい

ロ)必要とする情報を2つお選び下さい

イ¥--=1

最も必要とするもの「←了一一

ロ
ーするで二

01 生産技術情報 07 刊行物に関するもの

02 生産合理化情報 08 庖舗情報

03 商品開発情報 09 競合情報

04 経営管理情報 10 顧客情報

05 特許，登録についての情報 11 その他(

06 ノウハウの所在に関するもの

5. (製造業，建設業のみお答え下さい〕

技術の向上，開発についてつぎのうちから2つ上げて下さい。一ω 二二[卯一



1988. 6 北海道:企業主首都圏企業と員野

1. 自社内で開発する 、 6. 圏内の先進技術ノウハウの導火

2. 大企業(親企業〉との共同研究又は指導 7. 他社等に技術者を派遣，研修させる

3. 大学，試験研究機関との共同研究，開発 8. 海外の先進技術ノウハウの導入

4. 需要先との共同開発 9. その他( ) 

5. 他社との共同・提携

6. (製造業のみお答え7下さい〉

販売流通経路としているものを1つあげて下さい。

1. 自社直販 4. 総合商社

2. 自社の販売小会社 5. 小売業(百貨庖，スーパー〉

3. 専門商社代理屈 6. その他(受注生産コンビナート等〕

7. (小売業のみお答え下さい〉

販売促進方法として採用してい忍場合は，番号にolonをおつけ下さい。

イ.販売力強化

1. クレジットカード方式(割賦販売を含む〉

2. キャッシュサービス(グリーンスタンプなど〉

3. 外商〈個人外商も含む〉

4. アフターサービスの強化

5. ストア，イメージアッフ。のための商品の陳列

6. 子供のアイド、ルを利用した庖頭広告

7. 名庖街，インストア等の設置による顧客吸引

8. 全社統一された接客態度

ロ.メディア戦略

1. チラシ，折込広告 5. マスメテーィア広告(ラジオ，テレビ，

2. テレビ販売，カタログ販売 新聞，雑誌，車内広告等〉

3. 宅配の実施 6. ストア・イメージの明確化，差別化

4. DM  (粗品付提供も含む〕 (包装紙，シンボノレマーク，買物袋など〕

8. 研究費商品開発費等は売上高の何パーセントを目安としていますか。下記

のうちから1つお選び下さい。

1. 0~1%未満 3. 2~4%未満 5. 6~10%未満

2. 1 ~ 2 %未満 4. 4~6%未満 6. 10%以上

9. 研究開発に対する方針を，下記より 1つお選び下さい。

1. 経営者みずからパイオニア精神をもって，研究目標を設定する。

2. 経営者は研究開発に対してある程度の指導性を発揮する。

3. 研究開発については他の専門家に依頼する。

4. 特に考えていなし、。

107(107) 

l三|

1 I 5 

2 I 6 

3 I 7 

4 I 8 

1 I 4 

2 I 5 

3 I 6 

|二|

I I 



108 (108) 、，経.~奇:学一研券子

10. 経営計画を策定す'.)場合次に掲げる経営目標りうち，いずれを重視されま

すか。最も重視す'.)もの1っと次に重視すると思うもの1つを以下の項目

からお選び下さい。

ー38凶I

01 新製品の開発

恥重視[工|吋jl
08 経営多角化あるいは事業転換取扱

02 現有主力製品(含む工事量〉のシェア

の維持拡大，多庖舗展開

03 地域社会(含む商庖街〉との協調

04 輸出及び海外拠点の増強

05 合理化，省力化によるコ不トの低減

06 余剰人員の削減

07 従業員福祉の増大

11. 長期経営計画を策定していますか。

1.いる 2.いない

い商品の総合化及び他業態への進

出

09 顧客サービスの強化

10 製品ラインの縮小，取扱い商品の

専門化

11 自己資本の充実

12 営業力の強化

10年先の経営環境についてどのような見通しを持っていますか。

1. おおよその見通しを持っているが，製品構成や取扱商品についてはまったく構

想を持っていなし、。

2. おおよその見通しを持ち，ある程度の製品構成や取扱商品についての構想は持

っているがまだ研究開発や調査を始めてはいない。

3. おおよその見通しを持ち，ある程度の製品構成や取扱い商品について構想を持

ち，研究開発や調査を始めた段階で、ある。

4. 明確な製品構成や取扱い商品の見通しを持ち，既に研究開発や調査を行ってい

る。

12. 過去3年間に開発販売された新製品が現在の総売上高にどの程度の比率を

占めていますか。下記のうちから1つお選び下さい。

1. 0~10%未満 3. 20~30%未満

2. 10~20%未満 4. 30~40%未満

13. (製造業，建設業のみお答え下さい〉

5. 40~50%未満

6.50%以上

製品輸出比率(直接あるいは販売庖を通じる輸出売上げの総売上げに占め'.)比

率〉はどの程度でしょうか。同じく県外，道外への移出比率はどの程度で、しょ

うか。

l二

輪一移出…二(
1. 0~10%未満 3. 20~30%未満 5. 50%以上

2. 1O~20%未満 4. 30~50%未満
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ロ

長野

どれを重視していますか。

北海道企業と首都圏企業

(小売業のみお答え下さい〕

主力商品の晶揃えについては下記の項目の中で，

該当す~ものを 1 つお選び下さい。

1988. 6 

14. 

商品ボリュームからみた品ぞろえ

特定ブランドを中心とした品ぞろえ

4. 

5. 

価格訴求からみた品ぞろえ

品質志向の品ぞろえ

種類の豊富さからみた品ぞろえ

1. 

2. 

|二!

3. 

(小売業のみお答え下さい〉

仕入れ方法は以下のどれですか，

15. 

1つお選び下さい。

仕入は問屋にまかせている

その他( ) 

4. 

5. 

本部，本庖の集中仕入

各庖ごとの仕入

他社との共同仕入

1. 

2. 

i二!

s. 

製造設備または庖舗設備のうち，取得後または訟置後3年以内のものの割合

(取得原価ベース〉は次のいずれですか。下記のうちから 1つお選び下さい。

16. 

70%以上7. 40~50%未満

50~60%未満

60~70%未満

4. 

5. 

0~20%未満

20~30%未満

30~40%未満

1. 

2. 

一
1

一
2

一
3

一
4

一
5

一

6. 

次にあげる組織を採用していますか。採用してい否場合は，番号!こOEPをお

っけ下さい。

1. プロジェクトチーム

2. 専門委員会制度(タスクフォース〕

3. 事業部制

4. 企業内ベンチャー

5. マトリクス組J織

3. 

17. 
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能力頭発秘皮について，以下の項目の中で褒夜採用している場合iゑ誉号

にO印をおっけ下い。

者持草寺 d学緩110(110) 

18. 

1 

2 

4 

5 

8 

3 

.•.• 1

2

3

4

 
5. 

6. 

7 
7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

ディスカヅシ忽ン鋭度，論文提出総度

従業員にやる気をおこさせるために次のような制皮を採用していますか。

採用している場合は餐号にO印をおつけ下さい。

1. 

19. 

1 

3
7
一5

? 
“ 

ジ潟ブzン歩ッチメント

〈単調な職務を減少さ--lst，職務内容を拡大する〉

報告主制度

提案制度

従業長支持株制皮

週休2B都度

成果配分制度

2. 

-

e

a

-

-

-

3

4

5

6

7

 
5 

7 

合翁研修昔話j皮

通信教育毒事への綴綴的援助〈たとえば資金援助など〉

国内，者話外の留学制度および他機関への出向制皮

有絵教育訓練休綴制度

能力関発を研究，百十回，幾遂する々グション設霞(Eie，啓発ゼンター研修部

など〉

能力資格の取得を反険じた昇給食u度

大卒社員対室長の定期的研修会〈年弱1週間以上新卒者の導入研修は除く〉

昇進のための試験斜度

人事考課に結びっく

自己きによる日擦管理制度

能力開発言ぜ閥的とした綴務交代〈ジ gブ・ pーテーション〕綴度

1 

2 

3 

4 

平均勤続年数〈ただし女子は徐く〉

臨時工，パ…トタイザ…の比重終

(身際議若手娠を'I'iナる人の比率〉

老令者 (60才以上〕の比怒

害霊祭員についてく概数で結構です〉20. 

1. 

2. 

3. 

4. 

従業員の平均賃金興業他社と比べてどの程度の水準とお考えですか。

下記のうちから1つお選び下さい

21. 

L 、潟5. 同じ穏皮

やや高い

3. 

4. 

{添い

やや低い

1. 

2. 
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22. 労使聞の秩序について

イ.労j毅級会がありますか。
-1 

1. ある 2. ~ 、いえ

ロ. rある」場合，その組合は次のどれに談さ認しますか。下記のう忽より 1つお
選び下さい。

世

1. 労組は勝一組合で符盟系労巡に属している

2. 労組は選挙一組合で中立系労遂に属している

3. 労組は単一組合で総評系労連にE還している
ふ さき緩は単一組合で 1~3 以外の労迷に属している

5. 労総は尊重一総合でどの労速にも廃していない

6. 労組は単一組合マ?なく，複数の組合でに分かれている

ノ、. どの労使協議機関はありますか。

1. あちます 2. いし、ぇ

人その労使協議機関において過去3年間で愛媛復された協議議苦闘は次のどの

下記のうちから 2つお選び下さい。

都議即時項l¥j同紘一
1. 経営に関する毒事努〈経営方針，製品方針，会答防止，経理事究機制改廃など〉

2. 労働条件に関する事演〈労働協約の締結，改艶福利厚生，安全衛生な

3. 生後に関する楽獲主性向上，能率向上のための作業号文章寄など〉

4. 1苦情，紛争処理に関する事項

23. 会議経営にはどのような財務捻擦を重視していまタか。最<D鷺視す苔もの1

っと，次i二重重視すおもの1っそを下記よりお選び下さい。

殺も重視するもの 次に重視?るもの

01 交上高体び議 07 佼潟総資本に対する利主主導装

02 利益の伸び率 08 鴎己資本比率

03 売 k浮寄金額 09 資金繰り

04 利主主金額 10 自社の株価

05 売上高に対する利益率 11 配当事終

06 資本金に対ずる利議選候 12 その他ぐ具体的に〉

24. 後継者についてのお考えを次の中から1つお選び下さい。

1阪 湾族芸者内の中から考えている

2. 社内さたえ抜ぎの者からヨ奪えている

3. 社外の人材も含めて検討し，後継者としたい

4. 滋径のところ後継ヰ警の問題は考えていない
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25. 以下2つの問題のうちより重姿模されるべきものは，どちらの方だとお考

えでしょうか。

1. 行政による基盤整さ僚の強化

(例えば行政主導による鉄蕊高速滋路，~港，ヱ楽団地，流通団地等の設備

など)

2. 行政による各種銃剣jの撤廃

〈例えば許認可事業懇理など〉

26. 混在どのような事に関心がありますか。

下記のうちから2つお滋ぴ下さい。

殺も関心がある γ-f-i 次に関心がある

01 資金調達 08 潟齢化の進展 15 金利動向

02 財テグ 09 ットワーク 16 株式相場

03 人材不足 10 消費の鐙性化 17 輸入拡大

04 社員教育 11 女性の社会進出 18 コンピューター化

05 12 貿易摩擦 くOA，POS号事〕
06 情報不足 13 海外進出 19税制

07 先端技術 14 河高(為替変動〕

27. 緩誉議燦をご記入下さい。〈年2問決算の場合はま手閉会計数字でご記入下さい。〉

長券位阪万円:人

売 上 高 経常利益 鶏米従業員数

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61~三度

(主張〉 ・61年度t士見込み。
・マイナスの数字は，頭部にマ印を付けて下ざい。

・従業員数には短期アルパイ人パートは除き設す。



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 7.165 x 10.118 インチ / 182.0 x 257.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20071025181350
       728.5039
       b5
       Blank
       515.9055
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.0000
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     26
     28
     27
     28
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



